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1．はじめに 













る場合の書式を示している注 1)。図 1 に英国の DCC（Digital 
Curation Centre）によるデータ引用のガイド 2)から，APA




PMC（旧 PubMed Central）に収録された 2017 年の論文




























CODATA と ICSTI，RDA（Research Data Alliance）は，
データ引用の標準化や普及につとめてきた 6)。これらの機
関や出版社といったステークホルダーの協力のもと，国際
イニシアティブの FORCE11 は，2014 年に「データ引用
原則の共同声明（Joint Declaration of Data Citation 
Principles, JDDCP）」7)を，2016 年には「ソフトウェアの
引用指針」8)を公開した。Elsevier は，1,800 タイトルを超
える雑誌に JDDCP を採択している。 
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Willmes, S et al. (2009): Onset dates of annual snowmelt on 
Antarctic sea ice in 2007/2008. doi:10.1594/PANGAEA.701380 
図 1 データ引用の書式 2) 






から 2014 年に出版された 1,125 報のうち，参考文献リス
トに Dryad の DOI が記載されている論文はわずか 6％で
















る。公式サイトによれば，2018 年 1 月現在，Springer 
Nature や Wiley など 154 団体が参加しており，雑誌論文
の引用データの公開率は活動以前の 1％から 50％まで増
加 し た 。 引 用 デ ー タ は ， Crossref の REST API
（ https://github.com/CrossRef/rest-api-doc ） や Open 
Citations Corpus（http://opencitations.net）から入手で
きる。 








 2018 年 6 月には，CDL と DataONE のリポジトリにメ




















注 1) 本誌が採用している SIST 02 は，データベース（5.12）や
コンピュータプログラム（5.13）を参照する場合の記述方
法を定めている。科学技術情報流通技術基準：参照文献の
書き方 [SIST 02]. 
http://jipsti.jst.go.jp/sist/handbook/sist02_2007/main.ht
m, (accessed 2018-07-17). 
注 2) 2018 年 4 月，PMC と PubMed は，検索フィルターに「デー
タ引用を含む」などを追加した。検索式は次の通り。
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